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 第Ⅰ章 

湘南ふじさわ下水道のあゆみ 
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藤沢市の公共下水道は市域を地形上、南部処理区、東部処理区、相模川流域処理区の３処理区

に分けて下水道計画を策定し、整備を進めています。 

本市の公共下水道事業は人口集積の大きい南部地域を主体にはじまり、昭和 26年から藤沢、鵠

沼、片瀬地区の市街地への整備に着手しました。本市の公共下水道事業が急速な進展をみせる契

機となったのは、昭和 39年に開催された東京オリンピックです。ヨット競技の主会場として江の

島、湘南港が利用されることとなり、それに先立って江の島地区の重点整備が進められ、昭和 39

年 8月に南部下水処理場（現、辻堂浄化センター）が完成し、運転が開始されました。 

昭和 40年代に入ると、高度経済成長の影響により河川等の汚濁が進行し、全国的に対応が急が

れました。昭和 45年には下水道法が改正され、「都市環境の改善を図り、もって都市の健全な発

達と公衆衛生の向上に寄与する」という下水道の目的に対し、「公共用水域の水質の保全に資する」

という一項が加えられました。これに先立って、藤沢市においても、昭和 41年に辻堂浄化センタ

ーで高級処理を開始するとともに、人口の急増とそれに伴う市街地の拡大に対応するため、昭和

42年に新たに計画を策定し、3処理区に分けて事業推進を図ることとしました。 

昭和 52年に東部処理区の第 1期整備区域として、柄沢、村岡、川名地区等 663haの事業認可を

受け、昭和 55年度から東部処理場（現、大清水浄化センター）の建設と併せて管路の整備を進め、

昭和 60年７月に運転を開始しました。 

次いで昭和 60年 8月に､相模川流域処理区の第 1期整備区域として折戸地区の事業認可を受け

て事業に着手し､平成 3年 4月に流域下水道に接続し、供用開始しました。現在、相模川流域処理

区では神奈川県が施行する相模川流域下水道の関連公共下水道事業として関連 9市 3町と協調し

て整備を進めています。 

これらの結果、平成 28 年度末現在、藤沢市公共下水道全体での汚水処理施設整備は、事業計画

面積 5,296.9haに対し、整備面積 4,731.5haで、整備率 89.3％となっています。下水道処理人口

は 409,367人で、行政人口 428,846人に対し普及率約 95.5％となっています。 

藤沢市では、安全・快適な市民生活と環境保全のために不可欠となった下水道の利用環境を維

持・向上させるため、下水道事業着手から約 60年が経過した平成 23年に『湘南ふじさわ下水道

ビジョン』を策定し、取組を推進してきました。 

『湘南ふじさわ下水道ビジョン』では、4 つの視点(安全､環境､暮らし･活力､事業の継続性)に

基づき､平成 23年度から平成 42年度の 20年間の基本方針及び施策の方向性を示すとともに､6年

ごとのアクションプログラムを策定し､第 1期アクションプログラム（事業期間：平成 23～28年

度）の施策を実施してきました。しかし、この間、東日本大震災、熊本地震の発生による地震対

策の重要性の高まりや、笹子トンネル崩落事故による社会インフラの老朽化対策の重要性が再認

識されるなど、下水道を取り巻く社会情勢にも変化がありました。 

これらの状況を踏まえ、第１期アクションプログラム（H23～H28）の活動内容の評価を行うと

ともに、第２期アクションプログラム（H29～H34）を策定し、下水道利用サービスのより一層の

向上を目指すものです。 
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年代 湘南ふじさわ下水道のあゆみ 下水道普及率 
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平成 13年 市街化調整区域の事業認可取得（長後上谷台、遠藤地区など） 

 合流式下水道改善に関する事業認可取得 

 

 

 

平成 23年 『湘南ふじさわ下水道ビジョン』を策定 

平成 23～28年 『第 1期アクションプログラム』の実施 

 

 

 

<ビジョン検討時> 

平成 22年(60年目) 

普及率 94.5％ 

処理人口 約 38.6 万人 

<いま> 

平成 29年(67年目) 

普及率 95.5％ 

処理人口 約 40.9 万人 

◆『湘南ふじさわ下水道ビジョン・第２期アクションプロ

グラム』（事業期間：平成 29～34 年度）の検討を実施
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湘南ふじさわ 下水道ビジョン 
～湘南のひかり輝く海・まちを 未来へつなぐ下水道～ 

61年目 

61～66年目 

湘南の自然環境との共生 
地域から取り組む地球環境保全 

安全・安心なまちづくりへの貢献 

自然・ひと・まちが共生する都市を 

次世代につなぐ 

視点 1：安全 

視点２：環境 

視点３：暮らし・活力 

視点４：事業の継続性 

H28 年度 

◆南部地区で下水道事業に着手しました

◆さらなる生活環境の改善と公共用水域の水質保全の推進
のために、市街化調整区域の下水道整備と合流式下水道

改善に着手しました

◆東部処理区、相模川流域処理区の整備に移行しました

◆南部地区で公共用水域水質保全を目指して高級処理を開始

◆南部地区で下水処理（簡易処理）を開始しました

◆東部処理区、相模川流域処理区で供用開始しました

◆下水道の多種多様なニーズ・課題に対応し、より快適な

まちづくりに貢献するために、『湘南ふじさわ下水道ビジョン』 

を策定しました。

快適で潤いのあるまちづくりへの貢献 
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簡易処理、合流式、市街化調整区域

 用語：          
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藤沢市の公共下水道は市域を地形上、南部処理区、東部処理区、相模川流域処理区の３処理区

に分けて下水道計画を策定し、整備を進めています。 

本市の公共下水道事業は人口集積の大きい南部地域を主体にはじまり、昭和 26年から藤沢、鵠

沼、片瀬地区の市街地への整備に着手しました。本市の公共下水道事業が急速な進展をみせる契

機となったのは、昭和 39年に開催された東京オリンピックです。ヨット競技の主会場として江の

島、湘南港が利用されることとなり、それに先立って江の島地区の重点整備が進められ、昭和 39

年 8月に南部下水処理場（現、辻堂浄化センター）が完成し、運転が開始されました。 

昭和 40年代に入ると、高度経済成長の影響により河川等の汚濁が進行し、全国的に対応が急が

れました。昭和 45年には下水道法が改正され、「都市環境の改善を図り、もって都市の健全な発

達と公衆衛生の向上に寄与する」という下水道の目的に対し、「公共用水域の水質の保全に資する」

という一項が加えられました。これに先立って、藤沢市においても、昭和 41年に辻堂浄化センタ

ーで高級処理を開始するとともに、人口の急増とそれに伴う市街地の拡大に対応するため、昭和

42年に新たに計画を策定し、3処理区に分けて事業推進を図ることとしました。 

昭和 52年に東部処理区の第 1期整備区域として、柄沢、村岡、川名地区等 663haの事業認可を

受け、昭和 55年度から東部処理場（現、大清水浄化センター）の建設と併せて管路の整備を進め、

昭和 60年７月に運転を開始しました。 

次いで昭和 60年 8月に､相模川流域処理区の第 1期整備区域として折戸地区の事業認可を受け

て事業に着手し､平成 3年 4月に流域下水道に接続し、供用開始しました。現在、相模川流域処理

区では神奈川県が施行する相模川流域下水道の関連公共下水道事業として関連 9市 3町と協調し

て整備を進めています。 

これらの結果、平成 28年度末現在、藤沢市公共下水道全体での汚水処理施設整備は、事業計画

面積 5,296.9haに対し、整備面積 4,731.5haで、整備率 89.3％となっています。下水道処理人口

は 409,367人で、行政人口 428,846人に対し普及率約 95.5％となっています。 

藤沢市では、安全・快適な市民生活と環境保全のために不可欠となった下水道の利用環境を維

持・向上させるため、下水道事業着手から約 60年が経過した平成 23年に『湘南ふじさわ下水道

ビジョン』を策定し、取組を推進してきました。 

『湘南ふじさわ下水道ビジョン』では、4 つの視点(安全､環境､暮らし･活力､事業の継続性)に

基づき､平成 23年度から平成 42年度の 20年間の基本方針及び施策の方向性を示すとともに､6年

ごとのアクションプログラムを策定し､第 1期アクションプログラム（事業期間：平成 23～28年

度）の施策を実施してきました。しかし、この間、東日本大震災、熊本地震の発生による地震対

策の重要性の高まりや、笹子トンネル崩落事故による社会インフラの老朽化対策の重要性が再認

識されるなど、下水道を取り巻く社会情勢にも変化がありました。 

これらの状況を踏まえ、第１期アクションプログラム（H23～H28）の活動内容の評価を行うと

ともに、第２期アクションプログラム（H29～H34）を策定し、下水道利用サービスのより一層の

向上を目指すものです。 
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年代 湘南ふじさわ下水道のあゆみ 下水道普及率 

    

 

昭和 26年 雨水対策を中心とした下水道事業に着手 

昭和 47年（22年目） 

南部地区を中心に 

普及率 32.0％ 

処理人口 約 7.9 万人 

 

昭和 30年 公共下水道事業認可取得（藤沢、鵠沼、片瀬） 

昭和 37年～ 辻堂浄化センターの建設 

昭和 39年 辻堂浄化センターで簡易処理開始 

 

昭和 41年 辻堂浄化センターで高級処理開始 

昭和 47年 南部処理区の全域の事業認可取得完了 

 

昭和 52年 東部処理区の事業認可取得（柄沢、村岡、川名地区など） 

昭和 55年～ 大清水浄化センターの建設 

平成３年（41年目） 

東部･流域関連も含めて 

普及率 70.8％ 

処理人口 約 25.2 万人 

 

昭和 60年 大清水浄化センターの高級処理開始 

 相模川流域処理区の事業認可取得（折戸地区） 

平成 3年  相模川流域処理区の一部供用開始 

 

 

 

平成 13年 市街化調整区域の事業認可取得（長後上谷台、遠藤地区など） 

 合流式下水道改善に関する事業認可取得 

 

 

 

平成 23年 『湘南ふじさわ下水道ビジョン』を策定 

平成 23～28年 『第 1期アクションプログラム』の実施 

 

 

 

<ビジョン検討時> 

平成 22年(60年目) 

普及率 94.5％ 

処理人口 約 38.6 万人 

<いま> 

平成 29年(67年目) 

普及率 95.5％ 

処理人口 約 40.9 万人 

◆『湘南ふじさわ下水道ビジョン・第２期アクションプロ

グラム』（事業期間：平成 29～34 年度）の検討を実施

1年目 

5年目 

12年目 

14年目 

16年目 

22年目 

S20 
年代 
～ 
1954 

S30 
年代 
～ 
1964 

S40 
年代 
～ 
1974 

27年目 

30年目 

35年目 

S50 
年代 
～ 
1984 

S60 
～H9 
～ 
1997 

41年目 

H10
年代 
～ 
2007 

51年目 

H20
年代 
～ 
2017 

湘南ふじさわ 下水道ビジョン 
～湘南のひかり輝く海・まちを 未来へつなぐ下水道～ 

61年目 

61～66年目 

湘南の自然環境との共生 
地域から取り組む地球環境保全 

安全・安心なまちづくりへの貢献 

自然・ひと・まちが共生する都市を 

次世代につなぐ 

視点 1：安全 

視点２：環境 

視点３：暮らし・活力 

視点４：事業の継続性 

H28 年度 

◆南部地区で下水道事業に着手しました

◆さらなる生活環境の改善と公共用水域の水質保全の推進
のために、市街化調整区域の下水道整備と合流式下水道

改善に着手しました

◆東部処理区、相模川流域処理区の整備に移行しました

◆南部地区で公共用水域水質保全を目指して高級処理を開始

◆南部地区で下水処理（簡易処理）を開始しました

◆東部処理区、相模川流域処理区で供用開始しました

◆下水道の多種多様なニーズ・課題に対応し、より快適な

まちづくりに貢献するために、『湘南ふじさわ下水道ビジョン』 

を策定しました。

快適で潤いのあるまちづくりへの貢献 
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用語：          
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湘南ふじさわ下水道は、地形上、南部処理区、東部処理区、相模川流域処理区の３処理区に

分けられます。 

また、下水の排除方式は、汚水と雨水を同一の管渠で排除し処理する合流式と、汚水と雨水

を別々の管渠で排除する分流式があります。南部処理区では合流式（一部分流式）、東部処理区

と相模川流域処理区では分流式を採用しています。 

各家庭や事業所から排出される汚水は、汚水管渠やポンプ場を経由し、辻堂浄化センターと

大清水浄化センター、神奈川県の柳島管理センターで処理されます。まちに降った雨は、雨水

管渠や貯留管、ポンプ場を経由して境川、引地川などの公共用水域へ放流します。 

 湘南ふじさわ下水道のさまざまな施設の紹介 

************************************************************************************** 

 

下水道管渠は道路の下に網の目状に埋設され、汚水を浄化センターへ流す施設です。 

また下水道管渠の点検・清掃などの管理のために人が入るマンホールが設置されています。 

藤沢市の下水道管渠（汚水・合流）は、小さなものは管径 200mm、大きなものは 2ｍ以上あり、

管渠の総延長は約 1,165km あります。 

 

 下水道管渠で地下深くまで流れてきた汚水をポンプでくみ上げて、浄化センターへ送る施設で

す。藤沢市では 14箇所のポンプ場で汚水をくみ上げており、大きなポンプ場では毎日約 14万人

分の汚水をくみ上げています。 

 

 各家庭から排出される汚水を処理し、川や海へ放流する施設です。藤沢市の約 40万人分の汚水

は、辻堂浄化センター、大清水浄化センター、柳島管理センターで処理されています。 

 

 汚水管渠と同じく、道路の下に網目状に埋設されており、まちに降った雨をポンプ場や川へ流

します。雨水専用の管渠は、小さなものは管径 250mm、大きなものは 3ｍ以上あり、管渠の総延長

は約 430kmあります。（合流式の地区の雨水は①②の合流管渠で流します） 

 

 既に整備されている下水道管渠の能力を補うもので、下水を一時的に貯める施設です。大雨時

の浸水被害軽減や合流式下水道の雨水吐口からの未処理放流を減らす役割を担っています。 

 

 下水道管渠で地下深くまで流れてきた雨水をポンプでくみ上げて、川へ排水する施設です。ま

た大雨の際にはポンプで川へ強制的に雨水を排水します｡藤沢市では 4 箇所のポンプ場で雨水を

川へ排水しています。 

Ⅰ－２ 湘南ふじさわ下水道の概要 

雨水を処理するさまざまな施設 

１ 下水道管渠（汚水・合流） ２ マンホール（汚水・合流） 

３ ポンプ場（汚水・合流） 

４ 浄化センター（汚水・合流） 

下水道管渠（雨水・合流） ５ マンホール（雨水・合流） ６ 

貯留管（雨水・合流） ７ 

ポンプ場（雨水・合流） ８ 

汚水を処理するさまざまな施設 
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用語：          
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湘南ふじさわ下水道は、地形上、南部処理区、東部処理区、相模川流域処理区の３処理区に

分けられます。 

また、下水の排除方式は、汚水と雨水を同一の管渠で排除し処理する合流式と、汚水と雨水

を別々の管渠で排除する分流式があります。南部処理区では合流式（一部分流式）、東部処理区

と相模川流域処理区では分流式を採用しています。 

各家庭や事業所から排出される汚水は、汚水管渠やポンプ場を経由し、辻堂浄化センターと

大清水浄化センター、神奈川県の柳島管理センターで処理されます。まちに降った雨は、雨水

管渠や貯留管、ポンプ場を経由して境川、引地川などの公共用水域へ放流します。 

 湘南ふじさわ下水道のさまざまな施設の紹介 

************************************************************************************** 

 

下水道管渠は道路の下に網の目状に埋設され、汚水を浄化センターへ流す施設です。 

また下水道管渠の点検・清掃などの管理のために人が入るマンホールが設置されています。 

藤沢市の下水道管渠（汚水・合流）は、小さなものは管径 200mm、大きなものは 2ｍ以上あり、

管渠の総延長は約 1,165km あります。 

 

 下水道管渠で地下深くまで流れてきた汚水をポンプでくみ上げて、浄化センターへ送る施設で

す。藤沢市では 14箇所のポンプ場で汚水をくみ上げており、大きなポンプ場では毎日約 14万人

分の汚水をくみ上げています。 

 

 各家庭から排出される汚水を処理し、川や海へ放流する施設です。藤沢市の約 40万人分の汚水

は、辻堂浄化センター、大清水浄化センター、柳島管理センターで処理されています。 

 

 汚水管渠と同じく、道路の下に網目状に埋設されており、まちに降った雨をポンプ場や川へ流

します。雨水専用の管渠は、小さなものは管径 250mm、大きなものは 3ｍ以上あり、管渠の総延長

は約 430kmあります。（合流式の地区の雨水は①②の合流管渠で流します） 

 

 既に整備されている下水道管渠の能力を補うもので、下水を一時的に貯める施設です。大雨時

の浸水被害軽減や合流式下水道の雨水吐口からの未処理放流を減らす役割を担っています。 

 

 下水道管渠で地下深くまで流れてきた雨水をポンプでくみ上げて、川へ排水する施設です。ま

た大雨の際にはポンプで川へ強制的に雨水を排水します｡藤沢市では 4 箇所のポンプ場で雨水を

川へ排水しています。 

Ⅰ－２ 湘南ふじさわ下水道の概要 

雨水を処理するさまざまな施設 

１ 下水道管渠（汚水・合流） ２ マンホール（汚水・合流） 

３ ポンプ場（汚水・合流） 

４ 浄化センター（汚水・合流） 

下水道管渠（雨水・合流） ５ マンホール（雨水・合流） ６ 

貯留管（雨水・合流） ７ 

ポンプ場（雨水・合流） ８ 

汚水を処理するさまざまな施設 

Ⅰ
 

湘
南
ふ
じ
さ
わ

下
水
道
の
あ
ゆ
み

Ⅱ
 

下
水
道
ビ
ジ
ョ
ン

策
定
の
背
景
と
目
的

Ⅲ
 

下
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
の

基
本
理
念
と
基
本
目
標

Ⅳ
 

第
２
期
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
方
針

Ⅴ
 

第
２
期
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
事
業
計
画

Ⅵ
 

第
２
期
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
現
化
方
策

雨水管、雨水吐口、汚水管、管渠、合流管、貯留管、排除方式、分流式、ポンプ場、マンホール、未処理放流

用語：   

- 5 -

 

 

 下水道管渠（雨水・合流） ５ 

１ 下水道管渠（汚水・合流） 

３ ポンプ場（汚水・合流） 

４ 浄化センター（汚水・合流） 

２ マンホール（汚水・合流） 

マンホール（雨水・合流） ６ 

貯留管（雨水・合流） ７ 

ポンプ場（雨水・合流） ８ 

辻堂駅 藤沢駅 

Ｐ 

Ｐ

Ｔ

Ｐ 

Ｐ

Ｐ 

Ｐ 

Ｐ 

10万人分以上の
水を揚水 

5～10万人分 

1～5万人分 

千～1万人分 

千人分以下 

Ｐ 
Ｐ 

Ｐ 

Ｐ 
Ｐ 

Ｐ 

Ｐ 

Ｐ 

Ｐ 

Ｐ 

Ｐ 

Ｐ 

Ｐ Ｐ 

Ｐ 

マルの大きさは施設

の規模※1を示すよ

◆辻堂浄化センター

毎日、約 21 万人分※2の汚水を処理しています

◆大清水浄化センター

毎日、約 18 万人分※2の汚水を処理しています

※2 H28 年度末現在の水洗化人口

※1 H28 年度末現在の整備済み規模
 

 Ｔ 

 Ｔ 

Ｔ 

Ｐ 

汚水・合流幹線

雨水幹線 

貯留管 

ポンプ場 

浄化センター 

南部処理区 

 東部処理区 

辻堂浄化センタ
ーにはテニスコ
ート・野球場が
あるよ 

Ⅰ
 

湘
南
ふ
じ
さ
わ

下
水
道
の
あ
ゆ
み

Ⅱ
 

下
水
道
ビ
ジ
ョ
ン

策
定
の
背
景
と
目
的

Ⅲ
 

下
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
の

基
本
理
念
と
基
本
目
標

Ⅳ
 

第
２
期
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
方
針

Ⅴ
 

第
２
期
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
事
業
計
画

Ⅵ
 

第
２
期
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
現
化
方
策

相模川流域処理区 

雨水 汚水 

大清水浄化

センター

約 18万人分

の汚水処理

辻堂浄化 

センター

約 21万人分

の汚水処理 

幹線、水洗化人口

湘
南
ふ
じ
さ
わ

下
水
道
の
あ
ゆ
み

Ⅰ

下
水
道
ビ
ジ
ョ
ン

策
定
の
背
景
と
目
的

Ⅱ

下
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
の

基
本
理
念
と
基
本
目
標

Ⅲ

第
2
期
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
方
針

Ⅳ

第
2
期
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
事
業
計
画

Ⅴ

第
2
期
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
現
化
方
策

Ⅵ

湘
南
ふ
じ
さ
わ

下
水
道
の
あ
ゆ
み

Ⅰ

下
水
道
ビ
ジ
ョ
ン

策
定
の
背
景
と
目
的

Ⅱ

下
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
の

基
本
理
念
と
基
本
目
標

Ⅲ

第
2
期
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
方
針

Ⅳ

第
2
期
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
事
業
計
画

Ⅴ

第
2
期
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
現
化
方
策

Ⅵ

− 4 −



用語：          

- 4 -

湘南ふじさわ下水道は、地形上、南部処理区、東部処理区、相模川流域処理区の３処理区に

分けられます。 

また、下水の排除方式は、汚水と雨水を同一の管渠で排除し処理する合流式と、汚水と雨水

を別々の管渠で排除する分流式があります。南部処理区では合流式（一部分流式）、東部処理区

と相模川流域処理区では分流式を採用しています。 

各家庭や事業所から排出される汚水は、汚水管渠やポンプ場を経由し、辻堂浄化センターと

大清水浄化センター、神奈川県の柳島管理センターで処理されます。まちに降った雨は、雨水

管渠や貯留管、ポンプ場を経由して境川、引地川などの公共用水域へ放流します。 

 湘南ふじさわ下水道のさまざまな施設の紹介 

************************************************************************************** 

 

下水道管渠は道路の下に網の目状に埋設され、汚水を浄化センターへ流す施設です。 

また下水道管渠の点検・清掃などの管理のために人が入るマンホールが設置されています。 

藤沢市の下水道管渠（汚水・合流）は、小さなものは管径 200mm、大きなものは 2ｍ以上あり、

管渠の総延長は約 1,165kmあります。 

 

 下水道管渠で地下深くまで流れてきた汚水をポンプでくみ上げて、浄化センターへ送る施設で

す。藤沢市では 14箇所のポンプ場で汚水をくみ上げており、大きなポンプ場では毎日約 14万人

分の汚水をくみ上げています。 

 

 各家庭から排出される汚水を処理し、川や海へ放流する施設です。藤沢市の約 40万人分の汚水

は、辻堂浄化センター、大清水浄化センター、柳島管理センターで処理されています。 

 

 汚水管渠と同じく、道路の下に網目状に埋設されており、まちに降った雨をポンプ場や川へ流

します。雨水専用の管渠は、小さなものは管径 250mm、大きなものは 3ｍ以上あり、管渠の総延長

は約 430kmあります。（合流式の地区の雨水は①②の合流管渠で流します） 

 

 既に整備されている下水道管渠の能力を補うもので、下水を一時的に貯める施設です。大雨時

の浸水被害軽減や合流式下水道の雨水吐口からの未処理放流を減らす役割を担っています。 

 

 下水道管渠で地下深くまで流れてきた雨水をポンプでくみ上げて、川へ排水する施設です。ま

た大雨の際にはポンプで川へ強制的に雨水を排水します｡藤沢市では 4 箇所のポンプ場で雨水を

川へ排水しています。 

Ⅰ－２ 湘南ふじさわ下水道の概要 

雨水を処理するさまざまな施設 

１ 下水道管渠（汚水・合流） ２ マンホール（汚水・合流） 

３ ポンプ場（汚水・合流） 

４ 浄化センター（汚水・合流） 

下水道管渠（雨水・合流） ５ マンホール（雨水・合流） ６ 

貯留管（雨水・合流） ７ 

ポンプ場（雨水・合流） ８ 
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雨水管、雨水吐口、汚水管、管渠、合流管、貯留管、排除方式、分流式、ポンプ場、マンホール、未処理放流
用語：   
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 下水道管渠（雨水・合流） ５ 

１ 下水道管渠（汚水・合流） 

３ ポンプ場（汚水・合流） 

４ 浄化センター（汚水・合流） 

２ マンホール（汚水・合流） 

マンホール（雨水・合流） ６ 

貯留管（雨水・合流） ７ 

ポンプ場（雨水・合流） ８ 

辻堂駅 藤沢駅 

Ｐ 

Ｐ

Ｔ
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Ｐ

Ｐ 
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10万人分以上の
水を揚水 

5～10万人分 

1～5万人分 

千～1万人分 

千人分以下 
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Ｐ 

Ｐ 
Ｐ 

Ｐ 

Ｐ 

Ｐ 

Ｐ 

Ｐ 

Ｐ 

Ｐ 

Ｐ Ｐ 

Ｐ 

マルの大きさは施設

の規模※1を示すよ

◆辻堂浄化センター

毎日、約 21 万人分※2の汚水を処理しています

◆大清水浄化センター

毎日、約 18 万人分※2の汚水を処理しています

※2 H28 年度末現在の水洗化人口

※1 H28 年度末現在の整備済み規模
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と相模川流域処理区では分流式を採用しています。 

各家庭や事業所から排出される汚水は、汚水管渠やポンプ場を経由し、辻堂浄化センターと

大清水浄化センター、神奈川県の柳島管理センターで処理されます。まちに降った雨は、雨水

管渠や貯留管、ポンプ場を経由して境川、引地川などの公共用水域へ放流します。 

 湘南ふじさわ下水道のさまざまな施設の紹介 

************************************************************************************** 

 

下水道管渠は道路の下に網の目状に埋設され、汚水を浄化センターへ流す施設です。 

また下水道管渠の点検・清掃などの管理のために人が入るマンホールが設置されています。 

藤沢市の下水道管渠（汚水・合流）は、小さなものは管径 200mm、大きなものは 2ｍ以上あり、

管渠の総延長は約 1,165kmあります。 

 

 下水道管渠で地下深くまで流れてきた汚水をポンプでくみ上げて、浄化センターへ送る施設で

す。藤沢市では 14箇所のポンプ場で汚水をくみ上げており、大きなポンプ場では毎日約 14万人

分の汚水をくみ上げています。 

 

 各家庭から排出される汚水を処理し、川や海へ放流する施設です。藤沢市の約 40万人分の汚水

は、辻堂浄化センター、大清水浄化センター、柳島管理センターで処理されています。 

 

 汚水管渠と同じく、道路の下に網目状に埋設されており、まちに降った雨をポンプ場や川へ流

します。雨水専用の管渠は、小さなものは管径 250mm、大きなものは 3ｍ以上あり、管渠の総延長

は約 430kmあります。（合流式の地区の雨水は①②の合流管渠で流します） 

 

 既に整備されている下水道管渠の能力を補うもので、下水を一時的に貯める施設です。大雨時

の浸水被害軽減や合流式下水道の雨水吐口からの未処理放流を減らす役割を担っています。 

 

 下水道管渠で地下深くまで流れてきた雨水をポンプでくみ上げて、川へ排水する施設です。ま

た大雨の際にはポンプで川へ強制的に雨水を排水します｡藤沢市では 4 箇所のポンプ場で雨水を

川へ排水しています。 
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用語：      

- 6 -

湘南ふじさわ下水道は、公衆衛生の向上、浸水被害の軽減、生活環境の改善(水洗化)、公共用

水域の水質保全といったニーズに対し整備を進めています。平成 28年度末の整備状況は表 1に示

すとおりで、普及率の向上など、一定の整備効果を上げています。 

 

 

表１ 湘南ふじさわ下水道（藤沢市公共下水道）の整備状況 

上段：平成 23年 3月末現在（H22年度末） 

下段：平成 29年 3月末現在（H28年度末） 

南部 

処理区 

東部 

処理区 

相模川流域 

処理区 
藤沢市 

汚
水
処
理
施
設 

行政面積 Ａ ha 
2,434.3 
2,434.5 

3,378.9 
3,381.8 

1,137.8 
1,140.7 

6,951.0 
6,957.0 

事業計画面積 Ｂ ha 
2,427.1 
2,385.0 

2,481.0 
2,540.0 

337.8 
371.9 

5,245.9 
5,296.9 

整備面積 Ｃ ha 
2,289.8 
2,300.4 

2,090.6 
2,155.5 

236.0 
275.6 

4,616.4 
4,731.5 

事業計画 
面整備率 

Ｃ/Ｂ ％ 
94.3 
96.5 

84.3 
84.9 

69.9 
74.1 

88.0 
89.3 

行政人口 Ｄ 人 
204,834 
214,799 

188,313 
197,822 

15,745 
16,225 

408,893 
428,846 

事業計画 
区域内人口 

Ｅ 人 
204,835 
214,799 

182,337 
192,352 

10,859 
12,777 

398,031 
419,928 

処理区域内人口 Ｆ 人 
204,365 
214,690 

172,499 
183,444 

9,551 
11,233 

386,415 
409,367 

普及率 Ｆ/Ｄ ％ 
99.8 
99.9 

91.6 
92.7 

60.7 
69.2 

94.5 
95.5 

汚水･合流管延長 Ｇ － 
532.4km 
552.1km 

534.3km 
549.3km 

57.0km 
63.5km 

1,123.7km 
1,164.9km 

ポンプ場 Ｈ － 
10箇所 
10箇所 

4箇所 
4箇所 

－ 
－ 

14箇所 
14箇所 

処理場 Ｉ － 
1箇所 
1箇所 

1箇所 
1箇所 

(県：1箇所) 
(県：1箇所) 

2箇所 
2箇所 

雨
水
排
水
施
設 

行政面積 Ａ ha 
2,434.3 
2,434.5 

3,378.9 
3,381.8 

1,137.8 
1,140.7 

6,951.0 
6,957.0 

事業計画面積 Ｊ ha 
2,427.1 
2,385.0 

2,481.0 
2,504.4 

115.1 
126.9 

5,023.2 
5,016.3 

整備面積 Ｋ ha 
2,227.5 
2,203.1 

1,053.9 
1,109.3 

47.4 
55.3 

3,328.8 
3,367.7 

事業計画 
面整備率 

Ｋ/Ｊ ％ 
91.8 
92.4 

42.5 
44.3 

41.2 
43.6 

66.3 
67.1 

雨水管延長 Ｌ － 
109.8km 
110.3km 

294.5km 
311.6km 

6.4km 
7.8km 

410.7km 
429.7km 

ポンプ場 Ｍ － 
－ 
－ 

2箇所 
2箇所 

－ 
－ 

2箇所 
2箇所 

Ⅰ－３

下水道処理人口普及率 95.5％（処理区域内人口 約 40.9 万人） 

※『湘南ふじさわ下水道ビジョン』策定時点(H22 末)から 1.0 ポイント、約 2.3 万人増

雨水事業計画面整備率 67.1％（整備済み面積 約 3,367ha） 

※『湘南ふじさわ下水道ビジョン』策定時点(H22 末)から 0.8 ポイント、約 39ha 増
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用語：      
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湘南ふじさわ下水道は、公衆衛生の向上、浸水被害の軽減、生活環境の改善(水洗化)、公共用

水域の水質保全といったニーズに対し整備を進めています。平成 28 年度末の整備状況は表 1に示

すとおりで、普及率の向上など、一定の整備効果を上げています。 

 

 

表１ 湘南ふじさわ下水道（藤沢市公共下水道）の整備状況 

上段：平成 23年 3月末現在（H22年度末） 

下段：平成 29年 3月末現在（H28年度末） 

南部 
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東部 
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汚
水
処
理
施
設 

行政面積 Ａ ha 
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1,137.8 
1,140.7 
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2,385.0 

2,481.0 
2,540.0 

337.8 
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5,245.9 
5,296.9 

整備面積 Ｃ ha 
2,289.8 
2,300.4 

2,090.6 
2,155.5 

236.0 
275.6 

4,616.4 
4,731.5 

事業計画 
面整備率 

Ｃ/Ｂ ％ 
94.3 
96.5 

84.3 
84.9 

69.9 
74.1 

88.0 
89.3 

行政人口 Ｄ 人 
204,834 
214,799 

188,313 
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15,745 
16,225 

408,893 
428,846 
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398,031 
419,928 

処理区域内人口 Ｆ 人 
204,365 
214,690 

172,499 
183,444 

9,551 
11,233 

386,415 
409,367 

普及率 Ｆ/Ｄ ％ 
99.8 
99.9 

91.6 
92.7 

60.7 
69.2 

94.5 
95.5 

汚水･合流管延長 Ｇ － 
532.4km 
552.1km 

534.3km 
549.3km 

57.0km 
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1,123.7km 
1,164.9km 
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10箇所 
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14箇所 
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1箇所 
1箇所 
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(県：1箇所) 
(県：1箇所) 

2箇所 
2箇所 

雨
水
排
水
施
設 

行政面積 Ａ ha 
2,434.3 
2,434.5 

3,378.9 
3,381.8 

1,137.8 
1,140.7 

6,951.0 
6,957.0 

事業計画面積 Ｊ ha 
2,427.1 
2,385.0 

2,481.0 
2,504.4 

115.1 
126.9 

5,023.2 
5,016.3 

整備面積 Ｋ ha 
2,227.5 
2,203.1 

1,053.9 
1,109.3 

47.4 
55.3 

3,328.8 
3,367.7 

事業計画 
面整備率 

Ｋ/Ｊ ％ 
91.8 
92.4 

42.5 
44.3 

41.2 
43.6 

66.3 
67.1 

雨水管延長 Ｌ － 
109.8km 
110.3km 

294.5km 
311.6km 

6.4km 
7.8km 

410.7km 
429.7km 

ポンプ場 Ｍ － 
－ 
－ 

2 箇所 
2箇所 

－ 
－ 

2箇所 
2箇所 

Ⅰ－３

下水道処理人口普及率 95.5％（処理区域内人口 約 40.9 万人） 

※『湘南ふじさわ下水道ビジョン』策定時点(H22 末)から 1.0 ポイント、約 2.3 万人増

雨水事業計画面整備率 67.1％（整備済み面積 約 3,367ha） 

※『湘南ふじさわ下水道ビジョン』策定時点(H22 末)から 0.8 ポイント、約 39ha 増
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湘南ふじさわ下水道は、下水道処理人口普及率が 95.5％に達し、下水道は市民生活には不可欠

かつ、毎日当然のように使える施設となっています。『湘南ふじさわ下水道ビジョン』では、この

当然のように使える下水道サービスを継続的に提供するために、また災害時にも下水道を機能さ

せ、まちの安全を守るためにも 4つの視点（安全、環境、暮らし・活力、事業の継続性）での事

業実施を進めています。 

しかし、藤沢市が実施している『市民生活に関する意識調査』では、災害への備えや下水道の

老朽化対策への満足度は低く、特に地下に埋まっており見えない下水道の老朽化対策については

“分からない”と回答した割合が大きくなっています。 

このため、下水道の老朽化対策を推進するとともに、市民の皆様に下水道を知っていただき、正

しく、快適に使用していただくための「見える下水道」の推進も、より一層重要となっています。 

そそそ 

図２ もしも下水道がこわれたら･･･ 

（出典：日本下水道事業団研修資料より） 

図１ 『市民生活に関する意識調査』 藤沢市 
いつも使っているけれど

見えない下水道･･･。これ

らが壊れると色々と大変

なことが起きるよ! 
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